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■ 百貨店事業

○ 全店の概況

・ 1月中旬以降、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染者数の逓減、および来店動機につながるﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝなどのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ商戦の
活況により、来店客数が順調に推移した。前年は1月下旬から「まん延防止等重点措置」が適用されていた反動
も重なり売上高は前年比3割増と高伸した。特に都心店の売上高が前年比約4割増と牽引。

・ 売上高の2019年2月対比は102％、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞを除く国内売上高対比は106％といずれもｺﾛﾅ前を上回った。阪急
本店は2019年対比106％（同国内売上高対比112％）、阪神梅田本店は大型催事の会期のずれの影響で93％
（同96％）だった。免税売上高は、引き続き韓国・台湾・香港のお客様のお買上げが好調に推移するも、2019年
の春節が2月だった影響もあり実績に対して72％だった。

○ 阪急本店の概況

・ 2ヶ月連続で、過去最高売上高を達成（同月対比）。

・ 改装中の売場を除き全ｶﾃｺﾞﾘｰで売上高前年比2ｹﾀ増と好調な結果。特に、婦人ﾌｧｯｼｮﾝ全般の店頭売上高が

前年比3割増を上回る水準で、独自性の高いﾓｰﾄﾞやﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰﾌｧｯｼｮﾝなどが牽引。婦人靴やﾊﾞｯｸﾞなどでは春

のｶﾗｰや新作が稼働した。また、卒業・入学式の通常開催に際しﾊﾟｰﾙﾈｯｸﾚｽや定番ﾊﾟﾝﾌﾟｽ、春のﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｼｰｽﾞﾝ

に向けてのﾏﾘｯｼﾞﾘﾝｸﾞなどにも動きが見られた。

・ 全館で展開したﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝﾁｮｺﾚｰﾄは期間売上高29億円と、2020年の25億円を大きく上回り過去最高を更新した。

特に、前年はｺﾛﾅ感染対策で販売を控えた人気のｿﾌﾄｸﾘｰﾑの復活やｼｮｺﾗﾃｨｴをはじめとするｾﾐﾅｰなど楽しむ・

学ぶ・体験する要素を強化した9階の特設会場が牽引した。また、ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝﾃﾞｰ直前の祝日である2月11日の

全館来店客数は、1月2日の初売りに次ぐ賑わいとなった。

※過去1年間の売上高推移

■ 食品事業
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※2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おりますが、月次の売上速報および営業概況につきましては、

当該基準等適用前の取扱高で開示しております。

ておりますが、

２０２３年 ２月度 売上速報

＜本件に関するお問い合わせ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 広報部 TEL：０６-６３６７-３１８１

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


